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目的： 

胎盤重量と出生体重の比（以下 PW/BW 比）は、出生前の子宮内環境と胎盤機能の簡便な指標の一つと考えられているが、

PW/BW 比と出生後の発達の関連についての研究はこれまで行われていない。本研究では、PW/BW 比と 3 歳時の精神神経発達

の関連について検討した。 

 

 

方法： 

エコチル調査に参加している母子のうち 71250 組の母子データを使用した。PW/BW 比が解析集団の 10％未満である場合に低

PW/BW 比、90％以上である場合に高 PW/BW 比、低 PW/BW 比と高 PW/BW 比の間を正常 PW/BW 比と定義した。精神神経発

達は J-ASQ3 を使用して評価した。PW/BW 比と精神神経発達遅滞のリスクの関連を多変量モデルで検討した。 

 

 

結果： 

正常 PW/BW 比の男児と比較して、高 PW/BW 比の男児は、微細運動領域を除くすべての領域で発達の遅れのリスクが高くなっ

ていた。低 PW/BW 群の男児もいくつかの領域で発達の遅れのリスクが高いことが示された。女児では、PW/BW 比と発達遅滞の

間にほとんど関連はみられなかった。 

 

 

考察（研究の限界を含める）： 

PW/BW 比は子どもの発達と関連しており、特に男児において高 PW/BW 比では精神神経発達の遅れのリスクが上昇していた。 

機序は明らかではないが、出生体重にくらべ不釣り合いに重い胎盤は、不適切な子宮内環境下で胎児に酸素を供給するために

代償性に肥大した胎盤である可能性、不釣り合いに小さい胎盤は、胎児や胎児の脳に十分な酸素を送る機能を果たせていない

可能性などが考えられ、これらのことが出生後の子どもの発達にも影響を与えているのかもしれない。 

研究の限界として、エコチル調査に参加しているすべての母子を解析しているわけではないこと、胎盤の測定方法が各施設で一

致していない可能性があることが挙げられる。 

 

結論： 

不適切な PW/BW 比は男児において、精神神経発達遅滞のリスク上昇と関連していた。PW/BW 比は子宮内環境や胎盤機能を

評価する簡便な指標として有用であることと、子宮内環境や胎盤機能は性差を持って出生後の子どもの発達にも影響を与える可

能性が示唆された。 
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